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流砂観測プログラムのソースコードに係る利用許諾申請書
国土技術政策総合研究所土砂災害研究部砂防研究室　御中
次の通り流砂観測プログラムのソースコードの利用を申請いたします。
申請に際し、別紙の流砂観測プログラムのソースコード利用条件（以下、「本条件」）の全文について内容を全て理解し、流砂観測プログラムのソースコードの利用に当たっては、本条件を遵守いたします。

１．利用申請者
　　氏名　　　：
　　所属・職名：
　　連絡先住所：
　　電話番号　：
　　E-mail　　：
　　※利用申請者のE-mailアドレスにソースコード等のファイルを送付いたします。
２．共同利用者（複数ある場合は記入欄を追加してください。）
　　氏名　　　：
　　所属・職名：
　　連絡先住所：
　　電話番号　：
　　E-mail　　：

３．利用目的(詳細かつ具体的に)
　　※観測業務等での継続的な利用の場合、申請は初回のみで毎年度の申請は不要です。
別紙
流砂観測プログラムのソースコード利用条件
1. 流砂観測プログラムのソースコード（以下、「本ソースコード」という。）の著作権は国土技術政策総合研究所が有します。
2. 本ソースコードを利用できるのは利用許諾申請書に利用者として記載された者（利用申請者および共同利用者）に限ります。
3. 本ソースコードを利用して得られた成果を、学会や雑誌等で公表する場合には、本ソースコードの利用により得られた成果の写しを国土技術政策総合研究所土砂災害研究部砂防研究室へ送付し、国土技術政策総合研究所土砂災害研究部砂防研究室が管理する本ソースコードを利用した旨を明示してください。
例：①引用文献への記載　※各学会誌等の執筆要領にあわせること。
　　国土技術政策総合研究所土砂災害研究部砂防研究室（2025）：流砂観測プログ
ラム, https://www.nilim.go.jp/lab/rbg/tech_info.htm,2025-06-18
②文中での引用時の記載
「国土技術政策総合研究所土砂災害研究部砂防研究室（2025）の流砂観測プロ
グラムを利用した～」
4. 本ソースコードを許可なく販売、貸与、譲渡及び複写配布を行うことを禁じます。
5. 本ソースコードは、防災を目的とした国土交通省および地方公共団体が実施する砂防関係事業の基礎資料及び学術研究にのみ利用できるものとし、営利目的（会社や製品のPRなど）での利用を禁じます。


6. 本ソースコード利用者は、利用者の責任おいて本ソースコードを利用するものとし、本ソースコードの利用に関連して発生する結果、トラブルおよび損害に対して、国土技術政策総合研究所は一切責任を負いません。

7. 本ソースコードを利用して得られた成果に関し、公共の利害を損ねるものや、特定の団体等の利益を損なわせるものの公表を禁じます。
8. 国土技術政策総合研究所は、本ソースコード利用者が本条件に違反していると認めたときは、本ソースコード利用に関する承認を取り消すとともに、今後の利用停止など、必要な措置をとる場合があります。
9. 本ソースコードおよび利用条件は、予告なく変更することがあります。
以　上　
上記、利用条件を遵守いたします。
記入年月日（西暦）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自著署名　　　　 ：　　  　　　　　　　　　　　　　　　　
